
平 成 2 6 年 ５ 月 1 6 日 発 行

長 崎 県 警 察 本 部

生 活 安 全 企 画 課

℡ 0 9 5 - 8 2 0 - 0 1 1 0

佐世保の事例(現金を手渡す手口)
① 本年２月ころ、佐世保市内の被害者宅にパンフレットが送られてくる。

② 本年５月ころ、Ａ社を名乗る男から電話で、「名義を貸して欲しい」と言

われる。

③ 次にＢ社を名乗る男から電話で、「あなたの名前で申込みをした。あなた

がお金を出さないといけない。3,000万円が必要なのでいくらか支払って下さ

い。」と言われる。 ～「現金は後で返します。」と言われる～

④ 犯人の言葉を信じた被害者は現金1，000万円を準備し、自宅に現金を受け

取りに来た犯人に現金を手渡す。

五島の事例(現金を送付する手口)
① 本年１月初旬から２月下旬にかけて五島市内の被害者（高齢女性）方にＡ

社の「Ｈ」と名乗る男や商品取締役の「Ｍ」と名乗る男等からＡ社の商品購

入を持ちかける電話が複数回かかってくる。

② その後、Ａ社の「Ｈ」や「Ｍ」を名乗る男から

「あなたの手続は法律違反」「このままでは裁判になる」

等と脅され、さらに

「現金を宅配便で送ること」「この事は誰にも言わないように」
と指示される。

③ 被害者は犯人グループからの指示に従い、宅配便で
○１月22日に700万円 ○２月10日に400万円

を犯人グループが指定した住所に送る。（その後、男らと連絡が取れなくなったた

め、警察に相談、被害が発覚したもの。）

「レターパック、宅配便で現金を

送れ」はすべて詐欺！！

第12号

佐 世 保 ・ 五 島 市 内 で 1 ， 0 0 0 万 円 を 超 え る 詐 欺 被 害 が 発 生 ！

だまされないで！！

～被害にあわないために～
○「必ず儲かる」は詐欺
○ 身に覚えのない「請求」は無視してまず相談
○ 身に覚えのない電話は話を聞かずにすぐに切る
○「還付金があるからＡＴＭに行け」という電話は詐欺


